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①プロジェクト研究 Area1

美術の表現・技法・材料に関する多角的研究（①企04-14-4/5）

目　　的
　本研究は彫刻や絵画といった様々な美術作品を構成する材料やそこに用いられた技法、ひいては表現、そ
の制作過程、作品の成り立ち、生成されてから今日にどう至ったか、それがどのように受容されてきたか等
を、関連書分野と連携しながら多角的に分析し、現在目の前にある「作品」ないし文化財に対するより深い
理解を形成することを目的としている。

成　　果
１．作品・関係資料の調査・研究
　　今年度は以下の各機関・所在地にて各種の文化財を調査または研究を実施した。

ア）東京国立博物館　国宝孔雀明王像
イ）龍谷ミュージアムでの光照寺所蔵一流相承系図（絵系図）ほか調査
ウ）鶴見大学文学部文化財学科との朝鮮螺鈿漆器の共同光学調査
エ）東京国立博物館所蔵国宝普賢菩薩像について高精細画像をもとに東京国立博物館との研究会
オ）鶴見大学・目白漆芸研究所との研究協議と意見交換、新たなデータベース作成に関する所内研究協議

２．彩色関係データベース（語彙・史料編）の公開及び研究所所蔵ガラス乾板のデジタル化
　　美術工芸品の彩色で重要な、史料上の関係語彙と使用例の総覧を目的に彩色関係資料データベース（語

彙・史料編）について、これまで実施してきたデータ校訂・更新を終了し、全データのウェブサイトでの
公開を行った。

　　また昨年度より開始した研究所が所蔵する戦前から戦後にかけての美術作品を写した20,000枚を超え
るガラス乾板について、今年度も引き続き透過光撮影法によるデジタル化作業を実施、画像整形と目録文
字情報の補訂を行った後、研究所ウェブサイトにて2,759件のデータを新たに公開した。

３．寄贈資料の整理
　　前中期計画に引き続き今年度も表現技法材料研究と特に関わりの深い秋山光和旧蔵画像についてスキャニ

ング作業を終了し、公開に向けたデジタルデータの整理作業を実施した。
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